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一
人
の
大
人

と
し
て

令
和
５
年

有
田
川
町
二
十
歳
の
集
い

　

成
年
年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
る
こ
と

を
内
容
と
す
る
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
令
和
4
年
（
２
０
２
２
年
）

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
有
田

川
町
で
は
従
来
通
り
「
二
十
歳
」
を
祝
う

式
典
を
行
う
こ
と
と
し
、
名
称
を
「
有
田

川
町
成
人
式
」
か
ら
「
有
田
川
町
二
十
歳

の
集
い
」
へ
変
更
し
ま
し
た
。

　
「
令
和
5
年
有
田
川
町
二
十
歳
の
集
い
」

は
成
人
の
日
を
翌
日
に
迎
え
た
1
月
8
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
二
十
歳
を
迎
え
る

皆
さ
ま
が
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
に
集
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ま
り
ま
し
た
。
当
町
の
二
十
歳
の
集
い
に

お
け
る
対
象
者
は
２
５
１
人
で
、
当
日
は

２
０
０
人
が
出
席
。「
二
十
歳
の
集
い
実

行
委
員
会
」
が
主
と
な
り
、
自
分
た
ち
の

手
で
式
典
の
企
画
・
準
備
・
運
営
を
行
い

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
後
、
吉
信
早
紀
さ
ん

が
一
同
の
代
表
と
し
て
謝
辞
を
述
べ
、「
地

域
の
一
員
と
し
て
町
を
守
る
だ
け
で
な

く
、
新
し
い
世
代
が
輝
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の

役
目
で
あ
る
」
と
、決
意
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
の
後
に
は
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の

ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が
流
れ
、
会
場
は
懐
か
し

さ
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
前
後
に
は
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
記
念
撮

影
し
た
り
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
生
に
一
度
の
晴
れ
舞
台
と
な
っ
た
こ

の
日
、
二
十
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ま
に
と
っ

て
、
大
切
な
一
日
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。有
田
川
町
を
支
え
る
若
い
力
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ま
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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感謝の気持ちを忘れず、何事にも挑戦したい
吉信 早紀さん

無事に二十歳という節目を迎えられたこと、そのような
節目に盛大な式典を開催できたこと、その式典の運営
に携われたこと、全てのことに感謝しています。久しぶ
りに友達とも会え、とてもいい思い出になりました。参加
された新二十歳の方々にとってもこの式典がいい思い出
になっていたらいいな、と思います。今回の経験を生か
し、また、夢に向かって何事にも挑戦し、いつかこの町
で活躍できるように頑張りたいと思います。

貴重な機会を本当にありがとうございました。

大人としての自覚と責任を持ち、目標に向かって
日々 努力を重ねる中で、謙虚な姿勢を持ち続けたい

橋爪 保乃華さん

多くの方々のご協力のおかげで、無事に二十歳の集
いを迎えられたこと、人生で一度しかないこの機会に実
行委員として携われたことを嬉しく思います。今後はより
一層自分の行動に責任を持ち、社会に貢献できるよう
努めていきたいです。

最後になりましたが、二十歳の集いを開催するにあた
り、関わってくださった全ての皆さまに心より感謝いたし
ます。ありがとうございました。

目に見えないものを尊ぶ人に
大西 ねねさん

二十歳の集い開催に際し、お力添えいただきました
皆さまに改めてお礼申し上げます。このような機会に恵
まれなければ、久方ぶりの再会に花を咲かせることがで
きなかった人たちがほとんどであったと思います。異な
る場所で生活を送る私たちのルーツはここ有田川町にあ
ります。いつ何時帰ってきても、温かく迎えてくれる故郷
と縁を大切に、これからも日々精進してまいります。

責任感を持ち、
常に感謝の気持ちを忘れない大人になりたい

白川 彩佳さん

無事に二十歳の集いを迎えられたことを本当に嬉し
く思います。これまで温かく見守ってくださった地域の
方々、熱心にご指導くださった先生方、支え合いながら
共に歩んできた友人たち、たくさんの愛情を注いでくれ
た家族には、感謝の気持ちでいっぱいです。今後は、
これまで以上に自分の行動に責任を持ち、前向きに進
んでいけるよう頑張ります。

ありがとうございました。

二
十
歳
の
集
い
実
行
委
員

令
和
５
年

大西さん吉信さん白川さん橋爪さん
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※壇上での挨拶時（ア
クリルパーテーショ
ンを設置）と写真の
撮影時のみ、一時的
にマスクの着脱を許
可しています。

清水
地域

藤並地域

田殿・御霊地域

金屋地域

清水地域
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第 15 回有田川町新春マラソン大会

1 月 9 日（月・祝）に東グ
ラウンド周辺で新春マラソ
ン大会を開催しました。大会
結果は次のとおりです（敬称
略）。

なお、選考会男子・女子の
部は、2 月 12 日（日）に開
催される第 22 回和歌山県市
町村対抗ジュニア駅伝競走
大会の有田川町メンバーの
選考を兼ねたものです。

低学年男子 低学年女子 高学年男子 高学年女子

1 吉田　陽亮 1 杉本　葵 1 福原　尚都 1 森田　菜々

2 杉中　大心 2 北畑　亮果 2 夛谷　聡汰 2 門　蒼依

3 山田　詠太 3 上山　希咲 3 三木　壮翔 3 硲　心咲

4 武田　侑真 4 鈴川　実優 4 芝田　靖輝 4 前田　楓菜

5 玉置　凌世 5 中山　心燈 5 古川　巧明 5 上嶋　いと

6 夛谷　蒼祐 6 星田　皐月 6 亀田　侑乎 6 前芝　恵茉

選考会男子 選考会女子 一般男子 一般女子

1 前田　朔良 1 宮地　杏 1 前田　博樹 1 楠部　ゆずき

2 湯田　琉雅 2 鳥淵　優 2 小畑　奏斗 2 坂井　希

3 二澤　蒼太 3 平木　柚衣 3 西　大翔 3 宮井　璃子

4 福原　稜太 4 三枝　彩知 4 池田　明州哩 4 九鬼　綾音

5 新谷　奏楽 5 中屋　杜萌 5 岩垣　貴行 5 山下　姫和

6 井上　陽路 6 堂浦　理亜 6 岡﨑　悠志 6 吉田　世里奈
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［　お名前のみのご紹介　］
植野 𠮷子さん（沼谷）

祝 100 歳
おめでとうございます

令和 5 年（2023 年）有田川町消防団出初式
1 月 8 日（日）、明恵の里スポーツ公

園で有田川町消防団出初式を挙行しまし
た。今年も昨年同様、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止の観点から、規模を縮
小して行いました。

出初式とは一般に、消防関係者によっ
て行われる仕事始めの行事とされてお
り、日々住民の安全・安心を担っている
消防団員の士気の高揚した姿が見られま
した。

地域交流センター（ALEC）では、絵本を通じて視覚障がいへの理解を深めることを目的に、人権機関有
田川の後援のもと「さわって楽しむ絵本の世界 in 有田川町」を開催しました。

このイベントでは「点字つきさわる絵本」という、特殊なインクで点字やものの形を立体的に盛り上げる
印刷を施した絵本が大集合し、自由に手に取って読めるようにしました。他にも、点字体験コーナーや「点
字つきさわる絵本『さかな』」の隆起印刷の特性を生かした魚拓コーナーなども行い、参加した子どもたち
は点字を打って楽しんだりクーピーをこすることで浮き上がる魚の姿に驚いたりしていました。

また、令和 4 年（2022 年）12 月 3 日（土）には、てんやく絵本ふれあい文庫 代表 岩田美津子さんを講
師にお招きし、講演会「見えなくても絵本が読みたい」『点字つきさわる絵本』誕生までの歩み、ワークショッ
プ「迷路で遊ぼ！」指だけでゴールできるかな？ を開催、多くの方が参加してくれました。

さわって楽しむ絵本の世界 in 有田川
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はたらくクルマ大集合！開催しました
令和 4 年（2022 年）12 月 4 日（日）に地域交

流センター（ALEC）で、仕事に関わるさまざま
な車を集めたイベント「はたらくクルマ大集合！」
を開催しました。

会場にはパトカーや消防車をはじめ、約 20 台
の「はたらくクルマ」を展示。会場の全ての車に
乗車体験ができるほか、子ども用の防火服を着て
消防士になりきったりなどの体験プログラムを実
施し、多くの親子連れなどでにぎわいました。

高石市 （大阪府） との
友好都市交流事業

令和 4 年（2022 年）11 月 21 日（月）から 12
月 6 日（火）にかけて、高石市との友好都市交
流事業として高石市立高陽小学校、取石小学校、
清高小学校、高石小学校の 4 校から計 253 人の
児童が有田川町を訪れました。児童は、有田川
町の林業について学ぶ森林学習や鉄道交流館の
見学・体験乗車、みかん狩りを楽しみました。

高石市と旧清水町は平成 6 年（1994 年）に「友
好都市交流提携」を締結し、相互交流を図り友
好を深めてきました。有田川町となってからも
友好都市として交流が続いています。

ししわかまるの
温室栽培に挑戦！

令和 4 年（2022 年）12 月 7 日（水）に鳥屋城
小学校の２年生が、JA の方に教えていただきハ
ウス栽培用の「ししわかまる」の苗植えを行い
ました。校舎内の日当たりの良い場所で栽培し
ます。昨年の春に植えた露地物の「ししわかまる」
からは約 6,000 個収穫できました。今後の収穫を
楽しみに大切に育てていきます。

※ししわかまる／令和２年度（2022 年度）に開発され
た新品種の辛くないししとうで、和歌山県下では有田
川町での収穫量が最も多いものです。
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弾道ミサイル発射情報の訓練放送を実施します

国からの弾道ミサイル発射情報を「J ア
ラート」を介し、自動で住民へ伝達する訓
練を全国一斉に実施します。防災行政無線
放送などの情報配信を実施しますが、訓練
ですので実際の情報と取り違えないように
ご注意ください。

メッセージが流れたら、落ち着いて、直ち
に行動してください。

●屋外にいる場合／近くの建物か地下に避難。
●建物がない場合／物陰に身を隠すか、地面

に伏せて頭部を守る。
●屋内にいる場合／窓から離れるか、窓のな

い部屋に移動する。

弾道ミサイル落下時のとるべき避難行動

●日時
    2 月 15 日（水）
    11:00 ～

木に親しむ・触れる　「キノピー教室」開催
和歌山県・有田川町共催で「キノピー教室」を、有田川町内の保育所・保育園で開催しました。
最初に、木の妖精“キノピー”をテーマにした紙芝居「みんなで森へいこう」の読み聞かせを行い、森林

の仕組みと自然の大切さを学びました。紙芝居の後は、キノピーが登場し、お土産として「キノピーのぬり
え」と「キノピーのポケットティッシュ」をプレゼントしてくれました。キノピーとのふれあいの時間では、
園児がキノピーと握手したり抱き着いたりと大喜び。キノピーとの記念撮影も行いました。キノピーとのふ
れあいの時間の後は、有田川町が独自で行っている「木育」の時間として、清水地域のヒノキを加工し磁石
を付けた木片を利用してマグネット雑貨を作りました。木片を紙やすりで磨き、木の実などで装飾した個性
豊かな作品ができました。
「キノピー教室」と「木育」を通じて、自然に興味を持ち、自然を大切にするという心を育んでくれるこ

とを願います。

「キノピー教室」の様子（清水保育所）
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有田みかん
インターンシップ

12 月 3 日（土）から 4 日（日）の 1 泊 2 日で、
有田みかんの収穫と選果・出荷を体験する、社会
人向けインターンシップを実施しました。大阪府
や愛知県など県外から 7 人が参加し、就農や移住
を具体的に検討している方もいました。
「夢中になって収穫して、気付いたらテボがいっ

ぱい。達成感がある」 「1 年間丹精込めて育てた
みかん、傷の理由や付加価値を販売先にきちんと
伝えることの大事さがわかった」と感想が寄せら
れました。

また、「みかんの大きさに違いが出るのはなぜ
か」「みかん栽培の上で一番難しい作業は何か」「栽
培の研修を受けられるところや、農地の取得方法
について知りたい」「就農 1 年目でも、出荷先と
して受け入れてもらえるのか」など、就農をイメー
ジした質問もされていました。

みかんの収穫体験（①～③）は株式会社Citrus様、選果・
出荷体験（④～⑥）は株式会社みかんの会様にご協力い
ただきました。

①

②

③④

⑤⑥
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高額医療・
高額介護
合算制度

●
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
と
は

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
（
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
職
場
の

健
康
保
険
な
ど
）
と
介
護
保
険
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
世
帯
の
自
己
負
担

が
、
著
し
く
高
額
に
な
る
場
合
の
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
そ
れ
ぞ
れ
の

月
額
の
上
限
額
を
適
用
し
た
後
に
、
年
間

（
毎
年
8
月
～
翌
年
7
月
）
の
自
己
負
担

額
を
合
算
し
て
、
年
額
の
「
自
己
負
担
限

度
額
」（
下
表
）
を
超
え
た
場
合
は
、
申

請
に
よ
っ
て
超
え
た
額
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、食
費
や
居
住
費
、差
額
ベ
ッ

ド
代
に
つ
い
て
は
合
算
の
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

●
支
給
の
対
象
お
よ
び
申
請

・
支
給
の
対
象

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
制
度
と
も

に
自
己
負
担
額
が
あ
る
世
帯
。
医
療
保
険

ご
と
に
一
つ
の
世
帯
と
み
な
し
ま
す
。
住

民
票
で
同
じ
世
帯
に
な
っ
て
い
て
も
、
加

入
す
る
医
療
保
険
が
異
な
る
と
別
世
帯
と

し
て
計
算
さ
れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
申
請
窓
口

7
月
末
日
現
在
に
加
入
す
る
各
医
療
保

険
の
窓
口
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
添

付
書
類
と
し
て
「
自
己
負
担
額
証
明
書
」

な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
請

時
に
各
医
療
保
険
窓
口
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

●
勧
奨
通
知

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
の
方
で
、
計
算
期
間
内
（
令

和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
8
月
1
日
～

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
7
月
31
日
）

に
保
険
者
の
変
更
な
ど
が
な
か
っ
た
方
に

つ
い
て
は
、
支
給
対
象
者
の
方
に
申
請
書

な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
が
届

い
た
方
は
、
各
庁
舎
の
医
療
保
険
窓
口
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
計
算
期
間
内
に
死
亡
さ
れ
た
方

や
市
町
村
を
越
え
て
転
居
し
た
方
、
他
の

医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

た
方
、
介
護
保
険
住
所
地
特
例
者
の
方
な

ど
に
は
、
勧
奨
通
知
が
送
付
さ
れ
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
支
給
条
件
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
医
療
保
険
の
窓

口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【70 歳未満の方】国民健康保険または職場の健康保険加入者
（年額／令和 3 年（2021 年）8 月～令和 4 年（2022 年）7 月）

所得区分 所得要件 自己負担限度額
（年間）

ア 年間所得 901 万円超 212 万円
イ 年間所得 600 万円超 901 万円以下 141 万円
ウ 年間所得 210 万円超 600 万円以下 67 万円
エ 年間所得 210 万円以下 60 万円
オ 住民税非課税世帯 34 万円

※年間所得とは…総所得金額から基礎控除額を差し引いた額

【70 歳以上 75 歳未満の方】国民健康保険または職場の健康保険加入者
【75 歳以上の方など】後期高齢者医療制度加入者

（年額／令和 3 年（2021 年）8 月～令和 4 年（2022 年）7 月）

所得区分 所得要件 自己負担限度額
（年間）

現役並み所得者Ⅲ 課税所得 690 万円以上 212 万円
現役並み所得者Ⅱ 課税所得 380 万円以上 690 万円未満 141 万円
現役並み所得者Ⅰ 課税所得 145 万円以上 380 万円未満 67 万円

一般Ⅰ・Ⅱ 「低所得者Ⅰ・Ⅱ」「現役並み所得者」の
いずれにも当てはまらない方 56 万円

低所得Ⅱ 住民税非課税世帯（低所得Ⅰ以外の方） 31 万円

低所得Ⅰ 住民税非課税世帯
（世帯全員の所得が 0 円となる方） 19 万円

●
問
い
合
わ
せ
先

・
医
療
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

／
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

・
介
護
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

／
長
寿
支
援
課
（
金
屋
庁
舎
）

年齢や世帯の所得に応じて自己負担限度額が決まります

ご存じですか？
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辻岡 博之　さん（83 歳）

「梅の木の世話が日課です！」

辻岡さんは病気のため一時は寝たきりの状態
になりましたが、現在、家では車いす、屋外で
は電動カートを活用して生き生きと生活されて
います。

日課は電動カートで自宅近くの梅畑へ行き、
梅の木の世話をすること。毎日午前と午後の 2
時間ずつ、辻岡さんが苗から育てた 20 年もの
の梅の木を大切に手入れし、毎年 6 月に出荷し
ています。「動いてやなあかんよ」と取材時も
畑の中に電動カートで入り、梅の木の剪

せんてい

定を見
せてくれました。

梅畑はふれあい農園の隣にあり、毎日 10 人
ほどの人が畑仕事に来るので、野菜や花作りの
話を仲間とするのも元気のもとだそうです。

※「おたっしゃさ～ん」募集中！自薦他薦は問いません。ご連絡お待ちしています！

― 認知症キャラバン・メイト連絡会活動報告 ―

令和 4 年（2022 年）11 月 20 日（日）、第一回ありだがわ
楽市へ参加しました。当日は、認知症サポーターの有田中
央高校の生徒がキャラバン ･ メイト連絡会メンバーと一緒
に認知症の正しい理解の普及のため、啓発活動を行ってく
れました。いつもはメンバーのみでの活動ですが、生徒た
ちの若い力を巻き込んで、活気ある啓発活動となりました。

有田中央高校では本校、分校ともに全校生徒で養成講座
受講し、認知症サポーターとして地域で活動してくれてい
ます。

キャラバン・メイト連絡会は、認知症になっても安心し
て暮らせるまちづくりを目指し「認知症サポーター養成講
座」の開催など自主的に活動しています。 認知症キャラバン・メイト連絡会の皆さま

高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

おたっしゃさ～ん！
～これからも現役！ いつまでも現役！～
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A
E
D
で
救
え
る
命

心
臓
が
突
然
停
止
す
る
原
因
の
多
く
は

「
心
室
細
動
」
と
呼
ば
れ
る
心
臓
の
痙け

い
れ
ん攣

で
す
。
心
室
細
動
が
起
こ
る
と
、
心
臓
が

ぶ
る
ぶ
る
と
震
え
、
全
身
に
血
液
を
送
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
脳
や
臓
器

な
ど
に
血
液
が
届
か
な
い
時
間
が
長
く
な

る
ほ
ど
救
命
が
難
し
く
な
り
、
一
命
を
と

り
と
め
た
と
し
て
も
、
後
遺
症
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。
心
室
細
動
が
起
こ
っ

た
場
合
、
少
し
で
も
早
く
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
、
心
臓
の
震
え
を
取
り
除
く
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

A
E
D
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

は
、
こ
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
機
器

で
、
自
動
的
に
心
臓
の
動
き
を
調
べ
、
電

気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
る
か
を
判
断
し

ま
す
。
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
指
示
し
て
く

れ
る
の
で
、
一
般
の
人
で
も
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
救
命
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
救

急
車
の
到
着
ま
で
A
E
D
を
使
用
し
た

心
肺
蘇
生
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

人
々
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
E
D
は
有
田
川
町
内
の
公
共
施
設

や
事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
設
置
場
所
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。防

火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
令
和
4
年
度
全

国
統
一
防
火
標
語
「
お
出
か
け
は　

マ
ス

ク
戸
締
り　

火
の
用
心
」
に
あ
わ
せ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
意

見
や
考
え
を
自
由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し
、

絵
画
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
正
し
い
火

の
取
り
扱
い
を
考
え
な
が
ら
、
火
遊
び
や

火
災
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
防
火
に

関
す
る
意
思
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
管
内
の
小
学
校
か
ら
作
品
を

応
募
い
た
だ
き
、
次
の
作
品
が
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

火
災　
…　
14
件

救
急　
…　
1
4
3
4
件

救
助　
…　
22
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

12
月
末
現
在
の
出
動
件
数

令
和
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語　
「
お
出
か
け
は　
マ
ス
ク
戸
締
り　
火
の
用
心
」

消
防
だ
よ
り

最優秀賞
石垣 4 年　楠部翔琉

優秀賞
藤並 5 年　山本陽斗

優秀賞
田殿 4 年　一⻆友樹那

病院の案内
　「救急車を利用するほどではないけど、受診できる病院がわからない」
という方に、受診可能な医療機関を案内しています。

●和歌山医療情報ネット
　スマートフォンやパソコンなどで「わかやま医療情報ネット」と検索する。

●救急医療情報センター　☎ 073-426-1199（24 時間対応）

●こども救急相談ダイヤル（平日19時～翌朝9時、土日祝9時～翌朝9時）
　 ☎♯ 8000（プッシュ回線・携帯電話）　☎ 073-431-8000（ダイヤル回線・IP 電話）
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し
ま
す
。
温
か
い
湯
船
に
入
れ
ば
、
今
度

は
血
管
が
拡
張
し
て
血
圧
が
急
激
に
下
が

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
血
圧
の
変

化
で
病
気
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
10
℃

以
上
の
温
度
差
が
あ
る
場
合
は
注
意
が
必

要
で
す
。

ま
た
、
リ
ビ
ン
グ
な
ど
と
温
度
差
が
大

き
い
ト
イ
レ
も
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
す
。
人
に
よ
っ
て
は
、

排
せ
つ
時
に
い
き
む
こ
と
に
よ
っ
て
血
圧

が
急
上
昇
す
る
こ
と
も
あ
り
、
注
意
が
必

要
で
す
。

 

注
意
が
必
要
な
人

・
高
齢
者

・
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
の
持
病
が
あ
る

人
・
肥
満
（
B
M
I
：
25
以
上
）
の
人

・
不
整
脈
や
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
人

・
浴
室
に
暖
房
設
備
が
な
く
、
寒
い
環
境

で
入
浴
す
る
人

・
30
分
以
上
、
湯
船
に
浸
か
る
人

・
熱
い
お
風
呂
が
好
き
な
人

 

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は

気
温
の
急
激
な
変
化
に
よ
っ
て
血
圧
が

変
動
し
心
臓
や
血
管
に
負
荷
が
か
か
り
、

脳
出
血
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
大
動
脈

解
離
な
ど
の
心
臓
や
血
管
の
疾
患
が
突
然

起
こ
る
こ
と
を
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」
と

い
い
ま
す
。

毎
年
11
月
か
ら
2
月
の
寒
い
時
季
に
、

多
く
の
人
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

 

起
こ
り
や
す
い
状
況

●
気
温
の
低
い
屋
外
か
ら
暖
か
い
室
内
に

入
っ
た
と
き

●
冬
場
に
暖
房
の
効
い
た
部
屋
か
ら
脱
衣

所
に
移
動
し
、
浴
槽
に
入
る
と
き

●
冷
え
込
ん
で
い
る
ト
イ
レ
に
行
っ
た
と

き暖
房
の
効
い
て
い
な
い
脱
衣
所
や
浴
室

で
は
極
端
に
室
温
が
低
く
な
り
が
ち
で
、

こ
う
し
た
中
で
衣
服
を
脱
ぐ
と
急
速
に
体

温
が
奪
わ
れ
血
管
が
収
縮
し
血
圧
が
上
昇

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

 

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
は
、
血
圧
が
乱
高
下
す
る
こ
と
を
防
ぐ

こ
と
が
大
切
で
す
。
普
段
か
ら
な
る
べ
く

温
度
差
を
な
く
し
、
体
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
浴
室

・
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
て
お

く
・
湯
船
に
浸
か
る
前
に
シ
ャ
ワ
ー
や
か
け

湯
を
す
る

・
湯
船
の
温
度
を
低
め
（
41
℃
以
下
）
に

設
定
し
、
長
湯
は
避
け
る

・
入
浴
前
後
に
水
分
補
給
を
行
う

・
入
浴
前
に
お
酒
を
飲
ま
な
い

・
食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
控
え
る

・
血
圧
が
高
い
と
き
は
入
浴
を
控
え
る

・
入
浴
前
に
家
族
に
声
を
か
け
る

●
ト
イ
レ

・
暖
房
器
具
を
設
置
す
る

・
便
座
を
冷
た
い
ま
ま
に
し
な
い

・
い
き
み
す
ぎ
な
い

・
ト
イ
レ
か
ら
出
る
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り

立
ち
上
が
る

・
寝
室
は
ト
イ
レ
の
近
く
に
す
る

・
水
分
を
摂
り
、
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る

県外ままさんでつながる“わ”
～ほっと一息、おしゃべりしてみませんか～

●日時／ 2 月 20 日（月）13:30 ～ 14:30
●場所／子育て支援センター
●定員／ 10 組程度
●参加費／無料
●申込／ 2 月 1 日（水）8:30 ～

開設日時など

あそびのひろば
金曜日（2月3日・10日・17日・24日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00～11:00
14:00～15:00

※実施状況や毎日の予定表などは、町ホームページでもお知らせしています。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターでは、一時預かり保育を行っています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか
お気軽にお問い合わせください。

冬
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

14広報ありだがわ　2023.2



集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 19 日（日）
8:00 ～ 9:00　金屋文化保健センター

特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

※集団健診は事前に申し込みが必要です。
　健康推進課（金屋庁舎）または清水行政局住民福祉
　室でお申し込みください。

※右の QR コードからも
　お申し込みいただけます。

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

2 月 2 日（木）、3 月 2 日（木）　
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 1 日（水）大人の体力測定
■場所／金屋文化保健センター

3 月 1 日（水）こころの健康について
■場所／金屋文化保健センター

健康づくり講座 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 24 日（金）13:00 ～　金屋文化保健センター
■内容／関節のコリをほぐし美しい姿勢と身軽な体へ
　　　　＆ 脂質が心配な方への食事

3 月 3 日（金）13:00 ～　きび保健福祉センター
■内容／代謝UP! 免疫UP‼ 運動不足解消エクササイズ
　　　　＆血圧が気になる方への食事

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

2 月 2 日（木）金屋文化保健センター
2 月 6 日（月）清水保健センター
2 月 16 日（木）金屋文化保健センター
3 月 2 日（木）金屋文化保健センター
3 月 6 日（月）清水保健センター

※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）10 月生まれ］
　2 月 28 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和 4 年（2022 年）3 月生まれ］
　2 月 7 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和 3 年（2021 年）6 月生まれ］
　2 月 15 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［令和 2 年（2020 年）11 月生まれ］
　2 月 22 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診［令和元年（2019 年）7 月生まれ］
　2 月 8 日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

おとな こども
健康 応援 スケジュール

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和 4 年（2022 年）12 月）

加入者数 7,140 人

支払額 3 億 937 万円

1 人当たりの医療費
4 万 3,329 円

（前年同月 4 万 2,9991 円）

令和 3 年度（2021 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 8,527 円／月

46 万 2,326 円／年

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00
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問こども教育課（金屋庁舎）
学校行事

令和 4 年（2022 年）11 月 28 日（月）、「走り方教室」
に摂南大学の竹澤先生と大阪経済大学の九鬼先生に来
ていただき、3 年生と 5 年生が、走るときの姿勢やど
うすればもっと速く走れるかを教わりました。12 月 15
日（木）のマラソン大会では 1 カ月間続けた毎日の練
習の成果と「走り方教室」の成果を発揮することがで
きました。

令和 4 年（2022 年）12 月 8 日（木）にオーストラリアの児
童とオンラインを使って交流しました。この日のために千羽
鶴を折り、日本の文化を英語で伝えました（写真①②）。　

令和 4 年（2022 年）12 月 14 日（水）にサッカー協会所属
の先生をはじめとする３人をお招きし、サッカー教室を開催
しました。ボールを正確に強く蹴るためのコツなど、サッカー
の基本を教わった後、全員でゲームをしました。いつもより
多い人数での対戦に、子どもたちも生き生きとボールを追い
かけ、楽しい時間を過ごすことができました（写真③～⑤）。

御霊小学校
走り方教室 ・ マラソン大会

安諦小学校
オーストラリアと交流 ・ サッカー教室

①

②

③④⑤
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図書館だより

今月のイベント
おはなし会
①日程／ 2 月 5 日（日）・11 日（土・祝）・12 日（日）
　　　　　　 19 日（日）・23 日（木・祝）・26 日（日）

時間／ 14:00 ～ 14:30
場所／ポッポ絵本館

②日程／ 2 月 25 日（土）
時間／ 10:30 ～ 11:00
場所／しみず図書室

新着図書案内

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝日：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：12:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月・祝日休館

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・木・祝日休館

今月の移動図書館

※掲載しているイベントについて、やむを得ず中止または実施
内容が変更される場合があります。最新の情報は、町ホーム
ページをご覧いただくか、直接図書施設にお問い合わせくだ
さい。

全館臨時休館日／ 2 月 9 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず図
　書室に設置）をご利用ください。

2 月 1 日（水）　小川小学校　12:50 ～ 13:15
2 月 2 日（木）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
2 月 8 日（水）　し み ず 園    15:30 ～ 16:00
2 月 9 日（木）　安諦小学校　12:40 ～ 13:00
2 月 15 日（水）　小川小学校　12:50 ～ 13:15
2 月 17 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00

おすすめ情報
利用する人が増えています！
おうちで電子図書館

スマホ・タブレットでいつでもどこでも
読むことができる便利な電子図書館を
知っていますか？
　小説、ダイエット・美容・健康に関する本、
お金に関する本、料理の本、子育てに役立つ本、
恋愛・人間関係で役立つ本や、児童書でも人気
の本（「おばけずかん」や「ほねほねザウルス」「5
分後シリーズ」など）がたくさん！大人から子
どもまで気軽に楽しんでいただけます。
　全国的にも新しい試みをしている有田川ライ
ブラリーの電子図書館をぜひご利用ください。

●利用対象者／有田川ライブラリーの図書利
　用カードをお持ちの方でパスワード登録が
　お済みの方。
※パスワード登録がお済みでない方は町内の
　各図書施設カウンターでお手続きください。
　お手続きには住所確認書類が必要です。

有田川ライブラリー電子図書館
https://www.d-library.jp/aridagawa_lib/

■一般書
カサンドラのティータイム　……… 櫻木みわ／著
鎌倉残影　………………………… 朝井まかて／著
御家の大事　………………………… 近衛龍春／著
東京彰義伝　………………………… 吉森大祐／著
青の刀匠　…………………………… 天沢夏月／著
絶筆　……………………………… 石原慎太郎／著
ばくうどの悪夢　…………………… 澤村伊智／著
タングル　……………………………… 真山仁／著
私のことだま漂流記　……………… 山田詠美／著
清浄島　……………………………… 河崎秋子／著

■児童書
ねずみくんだーれだ？
………………… なかえよしを／作　上野紀子／絵
パノラマずかん運転席
………………… 宮本えつよし／作　羽尻利門／絵
ひ・る・ご・は・ん！　…………… 武田美穂／作
ノラネコぐんだん うみのたび　 … 工藤ノリコ／作
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局 

建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
11
月
20
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
あ
り
だ
が
わ
楽
市

の
え
え
も
ん
市
で
「
リ
ユ
ー
ス
子
ど
も
服

バ
ザ
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
各
保
育

所
で
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も
服
を
集
め
、

そ
れ
を
必
要
と
す
る
方
に
提
供
し
ま
し
た
。

サ
イ
ズ
が
合
わ
な
く
な
り
捨
て
ら
れ
る

は
ず
だ
っ
た
衣
類
が
、
新
し
い
持
ち
主
の

手
に
渡
り
リ
ユ
ー
ス
さ
れ
る
こ
と
で
、
笑

顔
が
広
が
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場

尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
（
川
口
４
４
１
番

地
）
で
は
、
家
庭
か
ら
発
生
し
た
土
砂
や

が
れ
き
類
な
ど
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
搬
入
で
き
る
も
の

町
内
の
家
庭
か
ら
発
生
し
た
次
の
も
の

の
う
ち
、
町
民
自
ら
が
解
体
し
処
理
し
た

も
の
に
限
り
ま
す
。

・
土
砂
（
草
木
を
含
ま
な
い
も
の
）

・
ガ
ラ
ス
、
陶
器
類

・
が
れ
き
類
（
瓦
・
れ
ん
が
・
タ
イ
ル
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
（
鉄
筋
の
入
っ
て
い

な
い
も
の
）・
非
飛
散
性
カ
ラ
ー
ベ
ス

ト
な
ど
）

※
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
石
こ
う
ボ
ー
ド
は
搬

入
禁
止
で
す
。

※
解
体
や
撤
去
、
処
理
な
ど
を
業
者
に
依

頼
し
て
発
生
し
た
も
の
は
、
産
業
廃
棄

物
と
み
な
さ
れ
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

●
処
分
場
の
取
扱
日
と
時
間
／
毎
週
木
～

日
曜
日
の
8
時
30
分
～
17
時

リ
ユ
ー
ス
子
ど
も
服
バ
ザ
ー

  

家
庭
か
ら
出
る

  

燃
え
る
ご
み
の
収
集
量

　
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
11
月

約
2
9
7
ト
ン

前
月
か
ら
約
10
ト
ン
の
増
加

●
処
分
場
へ
の
搬
入
条
件

・
処
分
場
へ
搬
入
で
き
る
方
は
、
許
可
を

受
け
た
本
人
か
、
許
可
を
受
け
た
本
人

の
4
親
等
以
内
の
方
で
す
。

・
搬
入
量
の
上
限
は
4
ト
ン
（
同
一
現
場

か
ら
の
搬
入
量
の
累
計
）
で
す
。

●
許
可
申
請
方
法

・
尾
岩
坂
ご
み
処
分
場
へ
搬
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
事
前
に
環
境
衛
生
課
で
許

可
願
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
許
可
書
は
、
申
請
者
立
会
い
の
も
と
、

搬
入
物
発
生
地
の
現
場
確
認
後
に
お
渡

し
し
ま
す
。

・
搬
入
者
は
、
搬
入
時
に
運
転
免
許
証
を

管
理
人
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
処
理
手
数
料

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

日
常
の
少
し
ば
か
り
の
ご
み
と
思
っ
て

い
て
も
、
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
で

焼
却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
煙
や
す

す
、
悪
臭
の
発
生
に
よ
り
隣
近
所
に
迷
惑

を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
す
る
こ
と

に
よ
り
、
人
や
動
物
に
悪
影
響
を
与
え
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

悪
質
な
野
焼
き
行
為
は
法
律
に
よ
り
罰

せ
ら
れ
、
5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

1
0
0
0
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ

の
両
方
の
刑
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
例
外
と

し
て
野
焼
き
が
認
め
ら
れ
る
行
為
で
あ
っ

て
も
、
周
囲
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

車両 料金
軽トラック 520 円

0.75 トン積車両 1,570 円

1 トン積車両 2,100 円

1.5 トン積車両 3,150 円

2 トン積車両 4,200 円

4 トン積車両 8,400 円
（車両 1 台につき）
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太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
77
年
、
激
し

い
地
上
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ら
れ
た
沖
縄

で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
沖
縄
全
戦
没

者
追
悼
式
」。
令
和
4
年
度
（
2
0
2
2

年
度
）
は
小
学
2
年
生
の
德
元
穂
菜
さ
ん

が
「
平
和
の
詩
」
を
朗
読
し
ま
し
た
。

彼
女
の
曽
祖
父
は
太
平
洋
戦
争
沖
縄
戦

で
戦
死
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
あ
る
時
、
家

族
で
宜
野
湾
市
に
あ
る
美
術
館
を
訪
れ

「
沖
縄
戦
の
図
」
と
い
う
絵
を
見
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
老
若
男
女
問
わ
ず
激
し
い
戦
闘

に
巻
き
込
ま
れ
、
逃
げ
惑
い
赤
い
血
で
染

ま
る
様
子
が
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
衝
撃
的
な
絵
を
目
の
当
た
り
に

し
た
と
き
の
彼
女
の
思
い
が「
平
和
の
詩
」

と
し
て
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。
詩
の
最
後

の
一
節
を
紹
介
し
ま
す
。

せ
ん
そ
う
が
こ
わ
い
か
ら

へ
い
わ
を
つ
か
み
た
い

ず
っ
と
ポ
ケ
ッ
ト
に
い
れ
て
も
っ
て
お
く

ぜ
っ
た
い
お
と
さ
な
い
よ
う
に

な
く
さ
な
い
よ
う
に

こ
わ
い
を
し
っ
て
、
へ
い
わ
が
わ
か
っ
た

令
和
四
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
「
平
和
の
詩
」
朗
読
作
品

「
こ
わ
い
を
し
っ
て
、
へ
い
わ
が
わ
か
っ
た
」
よ
り

こ
の
朗
読
の
様
子
は
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
の

で
視
聴
さ
れ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

い
か
に
も
小
学
生
の
女
の
子
ら
し
い
表
現

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
言

葉
は
私
た
ち
大
人
が
常
に
心
に
と
ど
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
日

本
か
ら
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
に

こ
の
国
に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
で
す
。

沖
縄
戦
の
死
者
は
約
20
万
人
以
上
、
う

半
数
は
一
般
人
で
あ
り
、
沖
縄
県
民
の
約

4
人
に
1
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。
戦

争
の
絵
を
見
て
怖
い
と
感
じ
る
、
悲
し
い

と
感
じ
る
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
感
性

を
大
人
た
ち
は
全
力
で
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
現
在
も
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
、
1
日
も
早
く
平
和
が

訪
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川　

實
森 

孝
行

「
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
よ
り

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
の
委
嘱
を

受
け
、
住
民
の
人
権
を
守
る
た
め
の
相
談

業
務
や
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
「
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
い
て

各
人
が
持
っ
て
い
る
、
固
有
の
権
利
で
あ

人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 2 月 16 日（木）13:00~16:00
●場所／清水会館 応接室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

り
、
社
会
を
構
成
す
る
全
て
の
人
々
が
個

人
と
し
て
の
生
存
と
自
由
を
確
保
し
社
会

に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
」
で
す
。

周
り
の
人
や
自
分
自
身
が
人
権
侵
害
を

受
け
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

有
田
川
町
内
の
人
権
擁
護
委
員

　

上
田 

敦
子
（
角
）

　

新
谷 

信
子
（
粟
生
）

　

髙
垣 

か
す
み
（
吉
原
）

　

田
中 

伸
幸
（
庄
）

　

田
又 

和
彦
（
吉
原
）

　

栃
﨑 

千
津
代
（
熊
井
）

　

畑
中 

泰
武
（
小
川
）

　

林 

ち
さ
と
（
清
水
）

　

山
戸 

敏
裕
（
板
尾
）

　

和
田 

啓
次
郎
（
天
満
）

（
1
月
1
日
現
在　

50
音
順　

敬
称
略
）

ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

人
権
擁
護
委
員　

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827
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まちのデータ
（令和 4年（2022 年）12 月末日現在）

人口 2万 5,641 人
男 1万 2,142 人
女 1万 3,499 人

1 万 684 世帯

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

環 境 セ ン タ ー 52 − 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 − 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 − 4882
有 田 聖 苑 52 − 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 − 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 − 8744

相 

談

◆
◆
◆

2
月
の
行
政
相
談

●
2
月
8
日
（
水
）

・
二
川
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

13
時
～

16
時

●
2
月
15
日
（
水
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー　

14
時

～
16
時
30
分

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

移
動
県
民
相
談

●
日
時
／
２
月
21
日
（
火
）
13
時
～
16
時

●
場
所
／
有
田
振
興
局
（
湯
浅
町
湯
浅

2
3
5
5
‐
1
）

●
内
容
／
弁
護
士
と
県
民
相
談
員
に
よ
る

法
律
相
談
・
行
政
相
談
・
そ
の
他
一
般

相
談

●
定
員
／
9
人
（
先
着
順
）

●
予
約
受
け
付
け

・
受
付
期
間
／
2
月
7
日
（
火
）
9
時
～

・
受
付
場
所
・
方
法
／
有
田
振
興
局
総
務

県
民
課
（
☎
６
４
‐
１
２
５
７
）
へ
電

話
予
約

問

和
歌
山
県
県
民
生
活
課
県
民
相
談
室　

☎
０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
３
５
６

｝

催 

し

◆
◆
◆

「
第
3 

回
福
祉
・
介
護
・
保
育
の

就
職
フ
ェ
ア
わ
か
や
ま
」
の
開
催

求
人
事
業
者
の
人
事
担
当
者
と
対
面
で

面
談
で
き
ま
す
。
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

は
ど
な
た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。求

職
者
の
方
は
開
催
場
所
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
3
月
4
日
（
土
）
13
時
～
16
時

（
受
け
付
け 

12
時
30
分
～
）

●
開
催
場
所
／
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
1
階
大

ホ
ー
ル
（
和
歌
山
市
）

※
一
部
の
求
人
事
業
所
と
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
面
談
と
な
り
ま
す
。
当
日
の
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。
希
望
者

に
は
、
面
談
日
を
別
途
設
定
し
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
、
開
催
を
中
止
す
る
場
合

や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
法
人
和
歌
山
県
社
会
福
祉
協
議

会 
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー「
ハ
ー
ト
ワ
ー
ク
」

　

☎
0
7
3
‐
4
3
5
‐
5
2
1
1

Ｅ
Ｌ
‐
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ（
え
る
・
べ
ー
す
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
7
月
に

開
所
し
た
「
え
る
・
べ
ー
す
」
で
は
、
現

在
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
実
践
報
告
と
、

ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
の
方
へ
の
サ
ポ
ー

ト
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時
／
2
月
23
日
（
木
・
祝
）
13
時
30

分
～
15
時
30
分

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容
／
①
Ｅ
Ｌ
‐
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
（
え
る
・

べ
ー
す
）
の
実
践
報
告 

②
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
に
つ

い
て
」

●
講
師
／
井
邊
先
生
（
よ
つ
葉
福
祉
会
）、

南
先
生
（
ハ
ー
ト
ツ
リ
ー
）、
日
下
先

生
（
ヴ
ィ
ダ
・
リ
ブ
レ
）

●
定
員
／
50
人
（
先
着
順
）

●
主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
ｅ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ

「
有
田
川
町
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事

業
Ｅ
Ｌ
‐
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」

●
申
し
込
み
方
法
／
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お

申
し
込
み
い
た
だ
く
か
、
Ｅ
Ｌ
‐
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｅ
（
☎
0
8
0

‐

3
7
7
1

‐

9
3
6
0
）
へ
電
話

申
し
込
み
。

問

家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー（
金
屋
庁
舎
）

城 山 出 張 所 23 − 0001
粟 生 連 絡 所 22 − 0351
五 郷 出 張 所 22 − 0254
安 諦 出 張 所 26 − 0001
水 道 課 52 − 5356
下 水 道 課 53 − 1031
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 − 4730

交通事故発生件数
（12月中、物損含む）

有田川町 66 件
死者 1人　負傷 2人

有田湯浅警察署調べ

お知らせお知らせ
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税 

金

◆
◆
◆

町
県
民
税
お
よ
び
所
得
税

申
告
相
談
会
場

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）
で
は
3
月
15
日

（
水
）
ま
で
、
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

で
は
3
月
14
日
（
火
）
ま
で
、
申
告
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
受
付
時
間
は
16

時
ま
で
で
す
。
ま
た
、
次
の
表
の
と
お
り

出
張
や
休
日
の
相
談
会
場
も
設
け
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

来
庁
に
よ
り
申
告
相
談
を
さ
れ
る
方

は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
ペ
ン
や
電
卓
な
ど

の
必
要
な
筆
記
用
具
の
持
参
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

振
替
納
税
の
ご
案
内

納
税
に
は
「
振
替
納
税
」
が
便
利
で
確

実
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
振
替
日
／
4
月
24
日
（
月
）

●
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
振
替
日
／
4
月
27
日
（
木
）

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

便
利
な
納
付
方
法
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

を
利
用
し
た
納
付
な
ど
、
金
融
機
関
や
税

務
署
な
ど
の
窓
口
に
行
く
必
要
が
な
い
、

非
対
面
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
」
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
３
５
１

固
定
資
産
税
前
納
報
奨
金
制
度
を

廃
止
し
ま
す

令
和
5
年
度
（
2
0
2
3
年
度
）
か

ら
固
定
資
産
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃

止
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
早
期
納
付
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
制
度
廃
止
へ
の
ご
理
解
と
、
引

き
続
き
期
限
内
納
付
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

収
支
内
訳
書
・
医
療
費
控
除
の
明
細
書

の
代
行
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ

め
ご
自
身
で
作
成
し
た
上
で
、
申
告
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
多
数
の
方
が
集
ま
る
場
所
を
避

け
る
観
点
か
ら
、
郵
送
に
よ
る
申
告
書
の

提
出
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
申
告
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※
税
務
課
・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室
で

は
、「
土
地
・
建
物
・
株
式
な
ど
を
売

却
さ
れ
た
所
得
（
分
離
申
告
）」「
贈
与

税
」「
相
続
税
」「
山
林
所
得
」
に
関
す

る
相
談
は
お
受
け
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
に
関
す
る
相
談
が
必
要
な
場
合

は
、
湯
浅
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

確
定
申
告
期
限
の
お
知
ら
せ

●
申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
15
日
（
水
）

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消
費
税

の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
31
日
（
金
）

●
贈
与
税
の
申
告
・
納
期
限
／
3
月
15
日

（
水
）

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
５
3
５
１

申告会場
日時 場所

  2 月 22 日 ( 水 )
  9 時～ 16 時

　  金屋庁舎 2 階
　  大会議室

  2 月 23 日 ( 木・祝 ) 
  9 時～ 16 時

  3 月 4 日 ( 土 )
  9 時～ 16 時

　  吉備庁舎 1 階
　  ロビー

  3 月 12 日 ( 日 )
  9 時～ 16 時

●
前
納
報
奨
金
制
度
と
は

第
1
期
の
納
期
限
内
に
、
口
座
振
替
で

そ
の
年
度
の
税
額
を
一
括
納
付
し
た
場
合

に
、
報
奨
金
を
差
し
引
い
た
額
で
納
付
で

き
る
制
度
で
す
。

●
廃
止
の
理
由

自
主
納
付
が
浸
透
し
制
度
導
入
時
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
、
一
括
納
付
す

る
資
力
の
な
い
方
に
と
っ
て
利
用
し
づ

ら
い
制
度
で
あ
る
こ
と
、
令
和
5
年
度

（
2
0
2
3
年
度
）
か
ら
は
e
L
T
A
X

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
や
Q
R
コ
ー
ド
の
読

み
込
み
に
よ
る
ス
マ
ホ
決
済
な
ど
納
入
方

法
が
増
え
る
こ
と
、
ま
た
口
座
振
替
の
方

の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
必

ず
し
も
町
民
全
体
に
対
し
て
有
益
な
制
度

で
は
な
い
理
由
か
ら
、
制
度
を
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
前
納
報
奨
金
が
廃
止
さ
れ
る
だ
け
で
、

口
座
振
替
や
全
納
納
付
は
引
き
続
き
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

ありだがわ防災・
行政ナビの登録を

防災無線の放送内容や
ハザードマップ、緊急情報
を確認できます。「ライフ
ビジョンアプリ」をインス
トールしてください。無料
で利用できます。

iOS
（iPhone）

android
( スマートフォン )

お知らせお知らせ
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●
な
ぜ
届
け
出
が
必
要
な
の
？

第
三
者
行
為
に
よ
り
け
が
を
し
た
と
き

の
治
療
費
は
本
来
、
相
手
方
が
過
失
割
合

に
応
じ
て
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か

し
、
す
ぐ
に
治
療
費
を
払
っ
て
も
ら
え
な

い
場
合
な
ど
に
被
害
者
救
済
の
観
点
か
ら
、

届
け
出
を
い
た
だ
く
こ
と
で
健
康
保
険
が

立
て
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
届
け
出
に
よ
り
、
健
康
保
険

か
ら
相
手
方
（
ま
た
は
損
害
保
険
会
社
な

ど
）
に
対
し
、
健
康
保
険
が
立
て
替
え
た

治
療
費
を
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。

医
療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑
（
認
め
印
）

・
来
庁
者
の
本
人
確
認
書
類（
免
許
証
な
ど
）

・
交
通
事
故
証
明
書
（
交
通
事
故
の
場
合

の
み
）

※
届
け
出
後
、
傷
病
届
済
証
明
書
を
発
行

し
ま
す
。

※
自
損
事
故
な
ど
は
第
三
者
行
為
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る

届
け
出
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
事
項

既
に
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

て
い
る
（
示
談
が
成
立
し
て
い
る
）
場
合

や
、
仕
事
中
や
通
勤
中
の
け
が
（
労
働
災

害
保
険
の
対
象
）、
ま
た
自
身
の
飲
酒
運

転
や
無
免
許
運
転
な
ど
に
よ
る
法
令
違
反

の
事
故
で
は
、
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

【
福
祉
医
療
を
受
給
さ
れ
て
る
方
へ
】

●
福
祉
医
療
と
は
／
乳
幼
児
医
療
・
子
ど

も
医
療
・
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
医

療
・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
・
老
人
医
療

で
す
。

福
祉
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
健
康
保
険
と
は
別
に
役
場
へ
の
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
方
は
一
緒
に
届
け
出
が
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

下
水
道

◆
◆
◆

下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
排
水
さ
れ
る
水
を
処
理
セ
ン

タ
ー
で
安
全
で
き
れ
い
な
水
に
処
理
し
、

川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
が

整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

下
水
道
課

令
和
4
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・

登
録
申
請
手
続
き
の
相
談
会
」

令
和
5
年
（
2
0
2
3
年
）
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
る
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
概
要
の
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
手
続

き
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

・
2
月
22
日
（
水
）
14
時
～
15
時

・
3
月
29
日
（
水
）
10
時
～
11
時

●
場
所
／
公
益
社
団
法
人
湯
浅
納
税

協
会 

3
階
会
議
室
（
湯
浅
町
湯
浅

2
4
3
0
番
地
77
）

●
定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

※
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
先
／
湯
浅
税
務
署 

法
人
課

税
部
門 

☎
６
３
‐
5
4
0
6
（
直
通
）

●
主
催
／
湯
浅
税
務
署
・
公
益
社
団
法
人

湯
浅
納
税
協
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署 

法
人
課
税
部
門

　

☎
６
３
‐
5
4
0
6

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
庁
で
は
、
電
話
で
の
国
税
に
関
す

る
一
般
的
な
ご
相
談
を
、
国
税
局
お
よ
び

国
税
事
務
所
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
集
中
的
に
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
税
務
署
に
電

話
を
か
け
、
自
動
音
声
に
従
っ
て
番
号

「
1
」
を
選
択
す
る
と
「
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
期
に
つ
い
て
は
、
番

号
「
0
」
を
選
択
す
る
と
「
確
定
申
告
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
な
が
る
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問

湯
浅
税
務
署　

☎
６
３
‐
5
3
5
1

医 

療

◆
◆
◆

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

ご
加
入
の
皆
さ
ま
な
ど

「
交
通
事
故
で
役
場
へ
届
け
出
？
」

●
義
務
で
す 

届
け
出 
第
三
者
行
為

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
や
福
祉
医
療
を
ご

利
用
の
皆
さ
ま
は
、
交
通
事
故
な
ど
第
三

者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
、

役
場
へ
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
第
三
者
行
為
と
は

第
三
者
（
自
分
以
外
の
人
）
の
行
為
が

原
因
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
を
指
し
ま
す
。

（
例
）
交
通
事
故
（
自
転
車
事
故
を
含
む
）

で
け
が
を
し
た
と
き
・
暴
力
行
為
な
ど

で
他
者
に
け
が
を
さ
せ
ら
れ
た
と
き
―

―
な
ど

お知らせお知らせ
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年 

金

◆
◆
◆

口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
の
ご
案
内

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
は
、
口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
金
融
機
関
な
ど
へ
保
険
料
を

納
め
に
行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
、
納
め

忘
れ
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

●
納
付
の
方
法

①
2
年
前
納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）

②
１
年
前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）

③
６
カ
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
、
10
月

～
翌
年
３
月
分
）

④
当
月
末
振
替（
早
割
）（
口
座
振
替
の
み
）

⑤
翌
月
末
振
替
（
割
引
な
し
）

保
険
料
は
、
前
払
い
（
前
納
）
を
す
る

と
割
引
が
適
用
さ
れ
お
得
で
す
。早
割
は
、

月
50
円（
年
間
6
0
0
円
）割
引
。
２
年
・

１
年
・
６
カ
月
前
納
は
、
そ
の
期
間
に
応

じ
た
割
引
が
あ
り
ま
す
（
口
座
振
替
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
は
、
割
引
額
が

異
な
り
ま
す
）。

申
し
込
み
は
、和
歌
山
西
年
金
事
務
所
、

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福
祉

課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住
民
福

祉
室
、
口
座
振
替
を
行
う
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
の
窓
口
へ
申
込
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
２
年
・
１
年
・
６
カ
月
前
納
を

希
望
す
る
場
合
は
、令
和
5
年（
2
0
2
3

年
）
２
月
末
（
年
金
機
構
へ
必
着
）
ま
で

に
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
、
割
引
に
関
す
る
詳
細
は
、

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
（
０
５
７
０

‐
０
０
３
‐
０
０
４
）
へ
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

募 

集

◆
◆
◆

登
録
調
査
員
募
集

各
種
統
計
調
査
（
経
済
セ
ン
サ
ス
・
国

勢
調
査
な
ど
）
で
統
計
調
査
員
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
統
計
調
査
員
の
仕
事
を
希
望
す
る
方

に
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
調
査
員
と
し
て
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
統
計
調
査
実
施
の
際

に
調
査
へ
の
従
事
に
つ
い
て
依
頼
い
た
し

ま
す
。

な
お
、
ご
登
録
い
た
だ
い
て
も
す
ぐ
に

依
頼
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
都
合
が
合
わ
な

く
な
っ
た
場
合
な
ど
は
辞
退
し
て
い
た
だ

い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
統
計
調
査
員
の
業
務

統
計
調
査
に
お
い
て
、
調
査
票
の
配

布
・
回
収
・
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。
任

命
期
間
は
約
2
カ
月
で
、
活
動
日
や
活
動

時
間
を
自
分
で
計
画
で
き
る
た
め
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
統
計
調
査
員
の
報
酬
／
調
査
の
種
類
に

よ
り
、
調
査
活
動
に
か
か
る
日
数
な
ど

を
考
慮
し
て
定
め
ま
す
。
概
ね
3
～

4
万
円
程
度
で
す
。

●
登
録
資
格
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方

①
20
歳
以
上
の
方

②
調
査
活
動
に
従
事
で
き
、
説
明
会
に
参

加
可
能
な
方

③
町
内
に
居
住
し
、
調
査
活
動
が
可
能
な

方
④
警
察
・
税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い

方
●
登
録
方
法
／
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い

●
募
集
期
間
／
通
年

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 

自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
2
月
9
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日

　

◦
w
e
b
試
験
／
2
月
19
日
（
日
）

　
　

～
21
日
（
火
）
の
い
ず
れ
か
1
日

　

◦
身
体
検
査
／
2
月
26
日
（
日
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
予
備
自
衛
官
補
【
一
般
】【
技
能
】

・
資
格

　

◦
一
般
／
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者

　

◦
技
能
／
18
歳
以
上
の
者
で
国
家
資
格

　
　

な
ど
を
有
す
る
者

・
受
付
期
間
／
4
月
6
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
4
月
8
日（
土
）～
23
日（
日
）

の
い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
別
途
通
知

●
医
科
・
歯
科
幹
部

・
資
格
／
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得

者
・
受
付
期
間
／
2
月
1
日
（
水
）
～
6
月

8
日
（
木
）

・
試
験
日
／
6
月
23
日
（
金
）

・
試
験
会
場
／
別
途
通
知

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町

1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２
‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp
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団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

二川 二川 801 番地 4 1 戸 1 万 5,500 円～ 3 万 600 円 平成 5 年（1993 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 74.1㎡

清水 清水 816 番地 1 1 戸 1 万 6,600 円～ 3 万 2,700 円 平成 6 年（1994 年）建築、木造 2 階建て
4DK・浴室・トイレ、床面積 79.3㎡

小原 清水 676 番地
1 戸 1 万 5,500 円～ 3 万 600 円 平成 5 年（1993 年）建築、木造 2 階建て

3DK・浴室・トイレ、床面積 74.1㎡1 戸 みなし特定公共賃貸住宅　5 万 3,500 円

小原 清水 676 番地 8 1 戸 1 万 4,200 円～ 2 万 7,400 円 昭和 63 年（1988 年）建築、木造 2 階建て
3DK・浴室・トイレ、床面積 71.8㎡

板尾 板尾 497 番地 1
1 戸 9,500 円～ 1 万 8,700 円 昭和 60 年（1985 年）建築、木造平屋建て

3DK・浴室・トイレ、床面積 54.4㎡1 戸 みなし特定公共賃貸住宅　2 万 2,700 円

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
申
込
受
付
期
間
／
2
月
13
日
（
月
）
～

2
月
24
日
（
金
）

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う
。

●
申
込
受
付
場
所
／
清
水
行
政
局
建
設
環

境
室
、
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
規
定

が
あ
り
ま
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合

は
、
条
例
の
規
定
に
よ
り
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

・
表
に
記
載
の
月
額
家
賃
は
令
和
4
年
度

（
2
0
2
2
年
度
）
の
家
賃
で
す
。

※
み
な
し
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、
町

営
住
宅
の
入
居
者
資
格
の
う
ち
、
収
入

に
か
か
る
要
件
を
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
入
居
資
格
ま
で
拡
大
し
た
住
宅
の
こ

と
で
す
。

問

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室

放
送
大
学　

入
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
4
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
な
ど
、
3
0
0
以
上
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。資
料
の
請
求
な
ど
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
願
期
間

・
第
1
回
／
2
月
28
日
（
火
）
ま
で

・
第
2
回
／
3
月
1
日
（
水
）
～
3
月
14

日
（
火
）

問
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
0
3
6
0

案 

内

◆
◆
◆

和
歌
山
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）
10
月
1

日
（
土
）
か
ら
和
歌
山
県
最
低
賃
金
は

8
8
9
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き

国
が
賃
金
の
最
低
限
度
と
し
て
定
め
た
も

の
で
、
使
用
者
は
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃

金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
最
低
賃
金
法
違
反
に
つ
い
て
は
罰

則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
和
歌
山
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
0
7
3
‐
4
8
8
‐
1
1
5
2
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第
16
回
有
田
川
駅
伝
大
会

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
開
催
日
／
3
月
5
日
（
日
）

●
コ
ー
ス
／
ふ
れ
あ
い
の
丘
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
（
9
時
30
分
ス
タ
ー
ト
）
～
き

び
ド
ー
ム

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
た
め
令
和
元
年
度
（
2
0
1
9
年

度
）
か
ら
中
止
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

4
年
ぶ
り
に
有
田
川
駅
伝
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
ご
通
行
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
沿
道
で
の
声
援
が
選
手
た
ち
を

奮
い
立
た
せ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
応
募
が
30
チ
ー
ム
に
満
た
な
い
場
合
は

中
止
と
な
り
ま
す
。

※
今
回
、
き
び
ド
ー
ム
周
辺
コ
ー
ス
は
実

施
し
ま
せ
ん
。

※
ゴ
ー
ル
周
辺（
き
び
ド
ー
ム
）で
の
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
や
物
販
は
中
止
し
ま
す
。

※
コ
ー
ス
上
で
の
路
上
駐
車
は
、
交
通
の

妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

野
田
地
区
で

太
鼓
と
幕
を
購
入
し
ま
し
た

こ
の
購
入
事
業
は
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
で
実
施
し

た
も
の
で
す
。
一
般
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
告
を
目

的
と
し
て
、
文

化
振
興
事
業
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
へ
の
助
成

事
業
な
ど
、
各

事
業
を
実
施
・

応
援
し
て
い
ま

す
。

問

企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

南
紀
白
浜
空
港
～
羽
田
空
港 (

東
京)

航
空
便
が
増
え
ま
す

現
在
、南
紀
白
浜
空
港
は
羽
田
空
港（
東

京
）
と
1
日
3
往
復
6
便
の
定
期
便
で
結

ば
れ
て
い
ま
す
。
2
月
の
1
カ
月
間
、
現

在
の
3
往
復
6
便
か
ら
、
4
往
復
8
便
に

増
便
さ
れ
ま
す
。

増
便
分
は
料
金
が
安
く
設
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
実
施
期
間
／
2
月
1
日
（
水
）
～
2
月

28
日
（
火
）

●
増
便

・
南
紀
白
浜
→
羽
田 

（
東
京
） 

8
時
20
分
発

・
羽
田 

（
東
京
） 

→
南
紀
白
浜 

17
時
30
分
発

※
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問

和
歌
山
県
港
湾
空
港
振
興
課

　

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
3
1
5
4

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

指を揃えた両手を
口元にあてる。

「おーい」と
呼びかけるような
イメージ。

続けてみよう！ 手話でしりとり！「わ○○○」
手話で「しりとり」していきましょう。
皆さんはどんな言葉をつなげていきますか？

先月号の答えは「岩」でした！
今月の答えは次号で発表！

ヒント
南方熊楠、陸奥宗光、
華岡青洲の出身地

お知らせお知らせ

25 広報ありだがわ　2023.2



相
続
登
記
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

令
和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
4
月
1

日
か
ら
相
続
登
記
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。令

和
6
年
（
2
0
2
4
年
）
4
月
1

日
よ
り
前
に
発
生
し
た
相
続
も
義
務
化
の

対
象
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
和
歌
山
地
方
法
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問

和
歌
山
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
1

有田川町
公式 SNS

有田川町の最新情報や魅力を SNS（ソー
シャル・ネットワーキング・サービス）で
発信しています。

Twitter

有田川町役場
@join_hajimail

Facebook

有田川町役場
@AridagawaTown

Instagram

有田川町
@aridagawa_official

|| 広報ありだがわがアプリで読める！

広報ありだがわと町議会広報かわら版をア
プリ「マチイロ」でご覧いただけます。

App Store または Google Play からインス
トールしてご利用ください。利用料は無料。
発行日にはプッシュ通知でお知らせします。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
し
込
み
を
お
忘
れ
な
く

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
請
す
る
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
期
限

が
2
月
28
日
（
火
）
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
を
お
考
え

の
方
は
忘
れ
ず
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限
は
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
総
務

省
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
特
設
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問

企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

総務省
マイナポイント

特設サイト

法務省
相続登記

ホームページ

お知らせお知らせ

転
出
届
が

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
も
可
能
に
！

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い

る
人
は
、2
月
6
日（
月
）か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
転
出
の

届
け
出
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

デ
ジ
タ
ル
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
の

提
出
を
し
た
後
は
、
別
途
、
転
入
先
市

区
町
村
の
窓
口
で
転
入
届
な
ど
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

デジタル庁
ホームページ
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月 火 水 木 金 土 日
1
□健康相談

（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

3
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

4 5
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

6 7
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

□行政相談所
　（二川高齢者福祉センター )

【総務政策室】

9 10 11建国記念の日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

12
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

13
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

14バレンタインデー 15 16
□人権特設相談所

（清水会館）
　【社会教育課】

17
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

18 19
□集団健診
　（金屋文化保健センター）
　【健康推進課】
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

20 21 22
□ 2 歳児健診
　（金屋文化保健センター )

【健康推進課】

23 天皇誕生日
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

24
□健康づくり講座

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□水道・下水道料金
　口座振替日

【水道課・下水道課】

25
□おはなし会

（しみず図書室）
【しみず図書室】

26
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

27 28 3/1
□手話講習会
　初心者クラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

2
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

3 ひな祭り
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□健康づくり講座
（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

4 5
□第 16 回
　有田川駅伝大会

【社会教育課】
□おはなし会

（ポッポ絵本館）
【ALEC】

6 7
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター )
【健康推進課】

9
□行政相談所
　（金屋文化保健センター)

【総務課】

2月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□第 8 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 8 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 8 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□水道・下水道料金納期限（納付書）【水道課・下水道課】
□ 4 カ月児健診（金屋文化保健センター）【健康推進課】

□ 1 歳 6 カ月児健診（金屋文化保健センター )
　【健康推進課】
□手話講習会初心者クラス
　（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□行政相談所（五郷地区生活改善センター )
　【総務政策室】
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明
恵
上
人
は
、
寛か
ん
ぎ喜

4
年
（
1
2
3
2
年
）
に
亡
く
な
り
ま

す
が
、
そ
の
後
、
弟
子
た
ち
を
中
心
と
し
て
、
数
十
年
に
わ
た
り

上
人
を
顕
彰
す
る
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
一
番
弟
子
の

喜き
か
い海
は
、
上
人
の
故
郷
に
お
い
て
、
そ
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、紀
州
八
所
遺
跡
の
選
定
と
卒そ

と

ば
塔
婆
の
建
立
で
す
。

喜
海
は
、
上
人
の
三
回
忌
を
機
に
修
行
地
と
生
誕
地
を
加
え
た
8

カ
所
の
地
点
を
遺
跡
に
定
め
、
卒
塔
婆
を
建
て
る
こ
と
を
発
願
し

ま
し
た
。
生
前
か
ら
上
人
の
支
援
者
で
あ
っ
た
湯
浅
氏
の
協
力
を

得
て
、上
人
が
亡
く
な
っ
た
4
年
後
の
嘉か
て
い禎

2
年
（
1
2
3
6
年
）

に
木
製
卒
塔
婆
の
建
立
が
実
現
し
ま
す
。
そ
の
後
、
卒
塔

婆
が
傷
ん
だ
た
め
、
康こ
う
え
い永

3
年
（
1
3
4
4
年
）
に
は
石

製
に
作
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
に
残
る
卒
塔

婆
で
あ
り
、
6
カ
所
の
遺
跡
に
当
時
の
も
の
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

紀
州
八
所
遺
跡
の
中
で
、
上
人
の
生
誕
地
を
示
し
て
い

る
の
が
歓
喜
寺
の
近
く
に
あ
る
吉
原
遺
跡
で
、
幼
少
期
を

過
ご
し
た
場
所
で
す
。
上
人
の
母
は
懐
妊
し
た
と
き
か
ら
、

明
恵
上
人
生
誕
地
　
吉
原
遺
跡

将
来
は
京
都
神
護
寺
の
僧
に
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
神
護

寺
本
尊
の
薬
師
如
来
に
あ
や
か
り
、
幼
名
を
薬
師
と
名
付
け
た

と
さ
れ
ま
す
。
母
の
影
響
に
よ
る
も
の
か
、
上
人
は
幼
少
の
頃

か
ら
仏
法
に
そ
の
身
を
さ
さ
げ
る
こ
と
を
決
心
し
て
い
た
よ
う

で
、
そ
れ
を
示
す
次
の
よ
う
な
逸
話
が
伝
記
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。「
上
人
が
4
歳
の
と
き
、
父
親
が
烏え

ぼ

し
帽
子
を
着
せ
る
と
、

と
て
も
よ
く
似
合
っ
た
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
武
士
と
し
て
平
重

盛
の
家
来
に
推
挙
し
よ
う
と
言
う
と
、
上
人
は
容
姿
が
き
れ
い

な
た
め
に
僧
に
な
れ
な
い
な
ら
と
、縁
側
か
ら
飛
び
降
り
た
り
、

火
箸
を
近
づ
け
て
顔
を
傷
つ
け
よ
う
と
し
た
」
と
、
江
戸
時
代

の
「
紀
伊
国
名
所
図
会
」
に
は
、
こ
の
様
子
が
挿
絵
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

上
人
が
8
歳
の
と
き
、
1
月
に
母
が
亡
く
な
り
、
続
い
て
9

月
に
は
父
が
上か
ず
さ
の
く
に

総
国
（
現
在
の
千
葉
県
）
で
源
氏
に
討
た
れ
ま

す
。
父
・
重
国
の
戦
死
は
、
源
頼
朝
の
挙
兵
時
期
と
も
重
な
る

こ
と
か
ら
、
平
家
方
の
東
国
武
士
を
統
制
す
る
た
め
に
、
最
前

線
で
戦
う
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
幼
少
期
の

過
酷
な
体
験
は
、
そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ

と
で
し
ょ
う
。吉原遺跡

紀伊国名所図会

そ
の
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